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中
種
子
町
長

田
渕
川 

寿
広

　
私
た
ち
の
中
種
子
町
は
「
自
立
・
勤
労
・
共
生
」
を
基
本

理
念
と
し
、
明
る
く
・
豊
か
で
・
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
郷
土
づ
く
り
の
原
動
力
は
町
民
一
人

一
人
の
郷
土
を
愛
す
る
心
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
人
の
和
と
豊
か
な
実
り
に
新
た

な
希
望
が
も
て
る
ま
ち
を
、
そ
し
て
訪
れ
る
皆
さ
ま
に
は
、

お
も
て
な
し
の
心
を
形
に
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
、
活
気

あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
、
地
域
に
根
づ
く
人
づ
く
り
、
心
豊
か

に
実
り
あ
る
地
域
づ
く
り
を
基
本
に
、
新
し
い
地
方
の
時
代

を
中
種
子
町
が
担
う
思
い
で
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
方
創
生
の
こ
の
時
期
に
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み
た

く
な
る
中
種
子
町
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
人
情

豊
か
で
、
自
然
豊
か
な
中
種
子
町
で
心
も
体
も
癒
さ
れ
て
く

だ
さ
い
。
　

　
こ
の
町
勢
要
覧
に
よ
っ
て
、
本
町
の
実
態
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
今
後
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。
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人
の
和
と
豊
か
な
実
り
に

新
た
な
希
望
が
持
て
る
ま
ち

な
か
た
ね
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ALOHAフェスティバル 増田周袈裟女

中種子火縄銃保存会種子島鉄砲隊
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NAKATANE

PHOTOGRAPH 2016

雄龍･雌龍の岩　背景に世界遺産屋久島を望む

熊野からの風景

毎年、小学校で孵化させたウミガメを放流
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黒
潮
が
運
ぶ
穏
や
か
な

気
候
、
豊
か
な
自
然
は
、

幻
想
的
な
空
間
を
つ
く
り

だ
し
、
四
季
折
々
に
み

せ
る
豊
か
な
色
彩
の
ノ
ス

タ
ル
ジ
ッ
ク
な
風
情
は
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
癒
や
し

を
今
も
な
お
与
え
て
く
れ

る
。

熊野神社

中種子町中種子町

熊野海水浴場

男淵・女淵の滝
馬立の岩屋

城
海
岸

ふれあいの里
種子島こりーな

太陽の里中種子町
役場

長
浜
海
岸

歴史民俗
資料館

588

75

58

雄龍雌龍の岩

大ソテツ

野間野間

種子島空港

立切遺跡

古市家住宅

自然レクリエーション村
(キャンプ場)

面積 137.18㎢
南北 22㎞	

空の玄関口

町
の
概
況

■
位
置

　

本
町
は
、
鉄
砲
伝
来
と
ロ
ケ
ッ
ト

基
地
で
有
名
な
種
子
島
の
中
央
部
に

位
置
し
、
鹿
児
島
市
ま
で
１
１
５
㎞
、

高
速
船（
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
）で
１

時
間
35
分
、
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
で
３
時

間
30
分
、
町
内
に
立
地
す
る
種
子
島

空
港
か
ら
鹿
児
島
空
港
ま
で
35
分
の

距
離
に
あ
り
ま
す
。

■
地
形
・
地
質

　

東
は
太
平
洋
、
西
は
東
シ
ナ
海
に

面
し
、
東
西
５
〜
７
㎞
、
南
北
22
㎞
、

面
積
１
３
７
・
１
８
㎢
で
す
。
地
勢

■新幹線

■飛行機

東京

大阪

福岡

鹿
児
島
空
港

種
子
島
空
港

東京

大阪

福岡

鹿
児
島
中
央
駅

鹿
児
島
本
港

西
之
表
港

中
種
子
町

6時間30分

1時間50分

3時間45分 バス15分

バス15分

バス46分
（南埠頭）
高速船
1時間35分

（南埠頭）
フェリー
3時間30分

35分1時間20分

1時間30分

40分

は
穏
や
か
な
丘
陵
地
で
北
部
に
山
林

地
帯
が
多
く
、
一
番
高
い
と
こ
ろ
で

も
２
８
２
・
３
ｍ
で
中
央
部
か
ら
南

部
に
か
け
て
は
比
較
的
平
坦
で
耕
地

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
質
は
古
第
三
紀
層
及
び
新
第
三

紀
層
か
ら
な
り
、
砂
岩
及
び
粘
板
岩

の
互
層
で
西
海
岸
に
沿
っ
て
沖
積
砂

土
地
帯
も
あ
り
、
土
の
大
部
分
は
南

九
州
特
有
の
火
山
灰
土
壌
が
多
く
特

殊
土
壌
の
地
質
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
気
候

　

本
町
の
最
近
５
カ
年
間
の
平
均
気

温
は
19
・
５
℃
、
最
高
気
温
の
平
均

は
33
・
１
℃
、
最
低
気
温
の
平
均
は

２
・
３
℃
と
な
っ
て
い
ま
す
。
５
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
月
平
均
気
温
が

20
℃
を
超
え
、
夏
の
期
間
が
長
く
、

冬
期（
10
〜
２
月
）
の
平
均
気
温
は
、

12
℃
で
、
０
℃
を
下
回
る
こ
と
は
ま

れ
で
す
。
ま
た
、
年
平
均
降
水
量
は

２
６
４
２
・
７
㎜
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歴
史

　

本
町
坂
井
に
所
在
す
る
県
指
定
史

跡「
立
切
遺
跡
」か
ら
、
後
期
旧
石
器

時
代
初
頭
に
あ
た
る
３
万
５
千
年
前

の
生
活
を
示
す
遺
構
・
遺
物
が
出
土

し
て
お
り
、
太
古
か
ら
人
々
の
生
活

の
営
み
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

古
代
、
種
子
島
は「
多
　
島
」又
は

「
多
禰
島
」
と
よ
ば
れ
、
大
和
朝
廷
と

接
触
が
あ
っ
た
こ
と
が
日
本
書
紀
や

古
事
記
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
世
、
近
衛
家
の
荘
園
を
経
て
、

種
子
島
は
鎌
倉
幕
府
の
直
轄
地
と
し

て
上
郡
、
中
郡
、
下
郡
に
３
分
し
郡

政
が
行
わ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

 

天
文
12（
１
５
４
３
）年
鉄
砲
伝
来

の
翌
年
、
熊
野
浦
に
来
航
し
た
南
蛮

船
の
乗
員
か
ら
銃
の
筒
底
を
塞
ぐ
技

術（
ネ
ジ
）を
得
、
国
産
火
縄
銃
が
完

成
。
近
世
日
本
の
成
立
に
影
響
を
与

え
ま
し
た
。

　

明
治
22
年
町
村
制
実
施
に
よ
り
、

種
子
島
全
体
が
熊
毛
郡
と
な
り
、
北

種
子
村
、
中
種
子
村
、
南
種
子
村
の

３
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
中
種
子
村

は
、
郡
政
時
代
の
中
郡
に
あ
た
り
野

間
、
油
久
、
納
官
、
増
田
、
坂
井
の

５
ヵ
村
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
明
治
に
な
っ
て
納
官
か
ら
牧
川
、

油
久
か
ら
田
島
が
分
村
、
さ
ら
に
そ

の
７
ヵ
村
が
統
合
し
て
中
種
子
村
と

な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
15
年
12
月
に
町
制
を
施
行

し
、
平
成
27
年
に
は
町
制
施
行
75
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

NAKATANE

PHOTOGRAPH 2016
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ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
ま
ち

S
port

ス
ポ
ー
ツ

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進

体
力
作
り
と
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化

　

町
民
の
健
康
づ
く
り
の
意
識
の
高
揚
に
努
め
、

日
常
生
活
に
溶
け
込
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
の
生
活
化

を
促
進
し
ま
す
。

よ
い
ら
ー
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
推
進

　

誰
も
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
」

の
実
現
の
た
め「
よ
い
ら
ー
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」を
推
進
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
促
進

　

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
誘
致
推
進
協
議
会
を
中
心

に
、
高
校
・
大
学･

実
業
団
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

等
の
誘
致
に
努
め
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域

間
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

太陽の里航空写真

町民体育祭

町内駅伝競走大会 野球（大学）合宿

柔道（高校）合宿グラウンドゴルフ

よいらーいきスポーツクラブ（キッズスポーツ）

親子ふれあいウォーク 陸上（実業団）合宿

　遊び、運動・スポーツ活動を通して、体を動かすことの楽しさや協調性、ルール
を守るなど様々なことを体感しながら学び、地域の将来を担う子どもたちの「元気
なからだ・元気なこころ」を育てることを目的に活動しています。
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遊戯広場

中央体育館 流水プール

町立体育館

テニス場

野球場

陸上競技場



E
vents

イ
ベ
ン
ト

　

中
種
子
町
の
一
年
は
、
四
季

折
々
の
美
し
い
自
然
と
豊
か
な

伝
統
文
化
で
彩
ら
れ
ま
す
。

　

年
の
始
ま
り
は
町
祈
祷
、
福

祭
文
な
ど
で
一
年
の
無
病
息
災
、

豊
作
な
ど
を
祈
願
し
ま
す
。
春

の
田
植
え
期
、
青
々
と
し
た
稲

穂
が
黄
金
色
に
変
わ
る
と
、
い

よ
い
よ
夏
到
来
で
す
。

　

よ
い
ら
ー
い
き
祭
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
は
、「
鉄
砲

伝
来
の
地
・
種
子
島
」
な
ら
で
は

の
火
縄
銃
試
射
に
よ
る
号
砲
で

開
始
し
て
い
ま
す
。

　

夏
が
終
わ
る
と
、
町
民
体
育

祭
や
農
林
漁
業
祭
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
中
で
も
願
成
就
祭
で
は
、

太
鼓
や
唄
に
合
わ
せ
た
勇
壮
な

踊
り
か
ら
奥
ゆ
か
し
い
踊
り
ま

で
、
こ
れ
ま
で
地
域
で
守
り
伝

え
て
き
た
郷
土
芸
能
が
披
露
さ

れ
ま
す
。

語
り
継
ぐ
笑
顔

E
V

E
N

T
S

成人式

ちびっこふぇあ

海水浴場　海開き

文化祭

納官和太鼓

相撲大会

よさこいチーム

農林漁業祭

	

１
月	

成
人
式

		


消
防
出
初
め
式

		


中
種
子
町
武
道
大
会

２
月	

親
子
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

５
月	

ち
び
っ
こ
ふ
ぇ
あ

		


種
子
島
縦
断
親
子
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

７
月	

海
水
浴
場　

海
開
き

		


県
体
熊
毛
地
区
大
会

		


各
地
区
六
月
灯

８
月	

よ
い
ら
ー
い
き
祭
り

		


各
地
区
精
霊
送
り

		


ウ
ミ
ガ
メ
放
流
体
験

９
月	

小
学
校
・
校
区
合
同
運
動
会

　
　
　

中
学
校
体
育
祭

10
月	

各
地
区
秋
季
大
祭
・
願
成
就
祭

		


ふ
る
さ
と
交
流
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

		


町
民
体
育
祭（
第
２
日
曜
日
）

		


中
種
子
町
相
撲
大
会

11
月	

中
種
子
町
農
林
漁
業
祭

		


「
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
」町
民
文
化
祭

		


町
駅
伝
大
会

		


種
子
島
相
撲
大
会

	　

中
種
子
市
街
地
の
旭
町
通
り
を

中
心
に
、
夏
の
風
物
詩〝
よ
い
ら
ー

い
き
祭
り
〟
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
各

団
体
の
躍
り
連
や
み
こ
し
、
島
内
外

か
ら
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
な
ど
も
参

加
し
、
パ
レ
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま

す
。

	　

芸
術
の
祭
典
、
町
民
文
化
祭
が
、

種
子
島
こ
り
ー
な
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
絵
画
や
書
道
な
ど
の
展
示
に
、

郷
土
芸
能
や
舞
踊
な
ど
の
舞
台
発

表
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

実
り
の
祭
典
、
農
林
漁
業
祭
が
種

子
島
中
央
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
農
林
漁
業
功
労
者
の
表
彰
や

肉
、
魚
介
類
、
苗
木
、
鉢
物
な
ど
の

販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

夏

秋

イ
ベ
ン
ト
・
祭
り
を
楽
し
む
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Tradition and culture

伝
統
・
文
化

次
世
代
に
つ
な
ぐ
歴
史
と
文
化

引き継いで
きたことを未来へ

なぎなた踊り

向井町ヤートセー

星原ヤートセー

二十番棒踊り

アッチャメ

棒踊り

源太郎踊り

熊野ひょうたん踊り

大踊り「北之町」・「月日かけ」

中之町周袈裟女

弁慶踊り

郷土芸能
坂
井
歴
史
公
園

■
古
市
家
住
宅

　

１
８
４
６
年
建
築
の
種
子
島
を
代
表
す
る
江
戸
時
代

末
期
の
民
家
住
宅
。
平
成
６
年
７
月
12
日
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

老
朽
化
が
激
し
く
平
成
13
年
１
月
か
ら
２
年
か
け

て
、
修
復
・
復
元
作
業
が
行
わ
れ
、
当
時
の
姿
に
よ
み

が
え
り
ま
し
た
。

指
定
文
化
財

　

立
切
遺
跡
で
は
、
３
万
５
千
年
以

上
前（
旧
石
器
時
代
）
の
生
活
跡
や

日
本
最
古
と
い
わ
れ
る
狩
猟
用
落

と
し
穴
を
発
見
。

遺跡発掘作業

①戸畑の煙突
②ヤクタネゴヨウ

① ②

①矢止石
②日良法印遺徳顕彰碑
③坂井神社

①

③

②

国　指　定
天 然 記 念 物 種子島阿嶽川のマングローブ林
建 造 物 古市家住宅

県　指　定
無形民俗文化財 町山崎の源太郎踊り
史 跡 立切遺跡

町　指　定
史 跡 千草原遺跡
史 跡 阿嶽の洞穴
史 跡 苦浜貝塚
史 跡 日良法印御墓所
史 跡 日良法印墓地跡
建 造 物 塩釜跡
建 造 物 野間焼窯跡
建 造 物 戸畑の煙突
建 造 物 松濤庵跡
建 造 物 南界小釣鐘堂跡及び旧正門
歴 史 資 料 矢止石
歴 史 資 料 宮吉良の石塔
歴 史 資 料 上妻氏の石塔
工 芸 品 塩釜神社の石臼
工 芸 品 牛之原牧の証文
工 芸 品 中之町牧の証文
工 芸 品 日蓮筆曼陀羅
工 芸 品 日隆筆曼陀羅
工 芸 品 牧のコテ
天 然 記 念 物 坂井神社の大ソテツ
天 然 記 念 物 ヤッコソウ自生地
天 然 記 念 物 ヤクタネゴヨウ
天 然 記 念 物 平鍋の化石
無形民俗文化財 下田集落「アッチャメ踊り」
無形民俗文化財 大踊り「北之町」・「月日かけ」
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大ソテツ



A
ctivity

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

　

種
子
島
の
南
北

に
細
長
い
海
岸
線

に
は
、
サ
ー
フ
ポ

イ
ン
ト
が
多
数
点

在
し
、
年
間
を
通

し
て
コ
ン
ス
タ
ン

ト
に
サ
ー
フ
ィ
ン

を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

青
く
透
き
通
る
海
や

自
然
が
創
り
出
し
た
洞

窟
・
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の

異
世
界
を
自
分
の
力
で

体
験
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
が 

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

の
魅
力
。

シュノーケリング

熊
野
海
水
浴
場

自
然
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村

　

熊
野
海
岸
に
隣
接
す
る

キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。
近
く
に

は
メ
ヒ
ル
ギ
や
ハ
マ
ジ
ン

チ
ョ
ウ
の
自
生
地
が
あ
り
、

南
国
な
ら
で
は
の
自
然
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
沖

合
に
浮
か
ぶ
小
島
、
エ
メ
ラ

ル
ド
グ
リ
ー
ン
と
白
い
ビ
ー

チ
で
の
海
水
浴
の
後
は
、
近

く
の
町
営
温
泉
保
養
セ
ン

タ
ー
で
大
パ
ノ
ラ
マ
を
見
な

が
ら
ゆ
っ
た
り
気
分
に
ひ
た

れ
ま
す
。

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

　

東
海
岸
の
珊
瑚
礁
と
鮮

や
か
な
魚
の
美
し
さ
は
目

を
見
張
り
ま
す
。
タ
テ
ジ

マ
キ
ン
チ
ャ
ク
ダ
イ
や
サ

ザ
ナ
ミ
ヤ
ッ
コ
な
ど
が
泳

ぐ
海
は
、
透
明
度
が
高
く

「
種
子
島
ブ
ル
ー
」
と
称
さ

れ
る
ほ
ど
で
す
。

　

青
い
海
と
白
砂
の
眩

し
い
海
岸
線
に
、
絶
好
の

サ
ー
フ
ィ
ン
ス
ポ
ッ
ト

が
点
在
す
る
と
こ
ろ
と

し
て
全
国
的
に
注
目
を

集
め
る
種
子
島
は
、
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
で
巡
る
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
群
生
地
や
海

蝕
洞
の
他
に
、
ダ
イ
ビ

ン
グ
や
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

な
ど
大
自
然
を
相
手
の

レ
ジ
ャ
ー
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
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KUMANO



男淵・女淵の滝
　２連の滝の上流が幅４ｍ、高さ
４ｍの男淵。その３ｍくらい下流
に幅５ｍ、高さ５ｍの女淵があり
ます。淵には柳の木がなびいて、
その枝に髪の毛が３尺もある美人
が乗って髪をすいていたと言われ
ています。渇水期でも滝水の流れ
る神秘的な２つの滝です。

馬立の岩屋
　種子島家10代島主幡時がこの洞
窟で修験道術（天狗飛切りの術）の
修行をしていたといわれ、1462年
8月17日この日も修行のため洞窟
に入っていましたが、二度と帰っ
てこず、愛馬が穴の前で主人の帰
りを待っていたことから、この名
前がついたと言われています。

長浜海岸
　全長約12kmにわたって延々と続くこの海岸は、種子島を代表する
白砂の海岸の一つです。毎年5月上旬～8月上旬にかけて、ウミガメ
が産卵にやってくることでも知られています。また、サーフポイント
としても有名で、全国からサーファーが訪れます。

古市家住宅
　島主の種子島氏に仕え、庄屋
などを務めた古市源助が弘化３

（1846）年に建てたもので、建造
当時の原形をほぼとどめているこ
とから、国の重要文化財に指定さ
れています。また、歴史の里坂井
公園を中心に、歴史散策コースと
なっています。

お
じ
ゃ
り
も
う
せ
、

絶
景
の
中
種
子
町
へ
。

　

多
く
の
見
所
は
そ
の
歴
史
的
そ
し
て
芸
術
的
中
種
子
遺
産
で

す
。
古
く
尊
い
文
化
を
持
つ
人
々
と
一
度
触
れ
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
中
種
子
町
で
バ
カ
ン
ス
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お

勧
め
し
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
文
化
交
流
の
い
い
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
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種子島中央家畜市場●

●増田宇宙通信所

●星原郵便局

●馬立の岩屋

●戸畑の煙突

●熊野漁港

雄龍・雌龍の岩●

●熊野海水浴場
　自然レクリエーション村

種子島阿嶽川のマングローブ林

●熊野神社

●エビ養殖場

長浜海岸●

阿高磯

犬城海岸

●中山港

下田

大牟礼

女洲

屋久津港●

浜津脇港●

●
塩
釜
神
社

●大塩屋港

●
増
田
港

牧川港●

阿高磯

屋久津

梶潟

本村

田島

西之山

美座

満足山
竹屋野

中山

大平

原之里

長浜海岸●

二十番

牧川

大石野

犬城海岸

●中山港●

池之平

下田

大牟礼

女洲

●熊野漁港

屋久津港●

種子島空港浜津脇
浜津脇港●

坂井

58

58

雄龍・雌龍の岩● ●星原小学校

森林組合●

種子島中央家畜市場●

●納官住宅団地

●歴史民俗資料館

野間小学校●

中種子中学校●

福祉の里●

●新光糖業

●油久小学校

●四元酒造(株)

御神田の池●苦浜貝塚跡

●岩岡小学校
あじさいロード●

●日本一大ソテツ
南界小学校●

●矢止石
●古市家住宅

●熊野海水浴場
　自然レクリエーション村

種子島阿嶽川のマングローブ林

温泉保養センター●

阿獄の洞穴●●

熊野郵便局●

中種子養護学校●

●油久住宅団地

●太陽の里

●
種子島中央高校
●伏之前住宅団地

●浄水場

●
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ

●
塩
釜
神
社

清
浄
寺
●●

増田
小学校

●
男淵・女淵の滝

●コスモリゾート
　　　種子島ゴルフリゾート

●増田宇宙通信所
●納官小学校
●納官神社

●星原郵便局
上之城

坂元

砂中

深久保

田之頭

宝来

春田

池之向

古房

郡原

中之町

伏之前

上方伊原

阿保

町山崎

阿曽

大久保

西之町

広ヶ野

高峯

畠田

今熊野

●熊野神社

●エビ養殖場

塩屋

中田

衣之平

輪之尾
向
町

東目

平鍋

戸畑

向
井
町

秋佐野
大塩屋増田

星原

納官

野間

広野

竹
之
川

●種子島こりーな

中種子町役場

588

水稲早期栽培米発祥の地●

岩岡

南界

油久

●中種子交番

●大塩屋港

●
増
田
港

牧川港●

●馬立の岩屋

●戸畑の煙突

日本一の大ソテツ
　推定樹齢は700年以上。高さ約10m、
樹長12m、根回りは2mほどあり、日
本一の大きさと言われています。幹か
ら何本もの枝が分かれて湾曲した姿は
迫力満点。枝の重さで木が折れないよ
うに、鉄の柱が添えられています。
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増田宇宙通信所
（ロケット追跡管制所）
　この通信所で は、人工
衛星からの電波を受信し、
人工衛星が正しい軌道、
位置および姿勢を保って
いるかどうかを監視した
り、搭載している電子機
器が 正しく機能してい
るかどうかを知るための
データを、筑波宇宙セン
タ ーに送っています。

雄龍・雌龍の岩
　向かって左側が雌龍岩、右
側が雄龍岩。嵐の夜崖崩れに
あい、家もろとも海に投げ出
された仲の良い働き者の夫婦
の生まれ変わりの岩だと言い
伝えられています。２つの岩
はしめ縄で結ばれ、今も土地
の人々に深くうやまわれてい
る神秘と信仰の岩です。

戸畑の煙突
（戦争遺跡）
旧海軍航空隊
種子島基地烹炊所跡



水稲早期栽培発祥の地

Mangrove forest

　
「
種
子
島
阿
嶽（
あ
だ
け
）
川
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
」

は
、
平
成
27
年
10
月
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
県
内
で
は
48
件
目
の
国
指
定
と
な
り
ま

す
。

　
指
定
区
域
は
、
本
町
南
部
の
坂
井
池
之
角
地
区
・
阿

嶽
川
河
口
域
に
広
が
る
１・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
比
較

的
低
温
地
帯
で
も
生
育
す
る
樹
種
メ
ヒ
ル
ギ
の
み
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

場
所
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
向
か
う
県
道
沿
い
に
あ
り
、
展
望

所
か
ら
そ
の
生
態
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
は
、
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
に
か
け
て
、

真
水
と
海
水
が
入
り
交
じ
る
汽
水
域
に
自
生
し
て
い

る
植
物
の
総
称
。
自
然
に
分
布
し
て
い
る
広
大
な
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
林
と
し
て
は
、
種
子
島
が
ア
ジ
ア
で
の

北
限
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

A
D

A
K

E
  R

iver

ア
ジ
ア
の
北
限「
阿
嶽
川
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
」

　
― 

歴
史
と
自
然
が
も
て
な
す
熊
野
ベ
イ
エ
リ
ア 

―
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中種子町温泉保養センター

熊野海水浴場自然レクリエーション村

熊野海水浴場から見た朝日

阿嶽の洞穴

展望所

松濤庵跡

阿あ

嶽だ
け

川

メヒルギと汽水域の動植物

Nationally designated natural monument



種子島中央体育館　
　バレーボールやバドミントン、バスケットなど
のインドアスポーツに適した体育館です。
　1階アリーナはバレーボールコート 3面分の
広さがあります。2階には 632席の観客席に加
え、1周200メートルの走路があります。走路は、
雨天時のトレーニングや、夜間のウォーキング場
などに利用されています。

ふれあいの里（ロッジ）
　里山の風景に包まれた木造瓦葺きのロッジ型宿泊施設
です。8畳 2間が 1棟、6畳 2間が 2棟の計 3棟あり、
冷暖房のほか炊飯器や食器類などの自炊施設、風呂、洗
濯乾燥機なども完備しています。いずれの棟も畳の部屋
のほかに囲炉裏がある広いフローリングの間があります。
ゆったりと使っていただけますので、家族連れや団体で
の利用に最適です。

中種子町立歴史民俗資料館
　大正から昭和にかけての民家を、実際に使われてい
た農具や民具等で再現しています。また、サトウキビ
の圧搾機や、「最後の丸木舟」と言われる実物も展示さ
れ、昔の種子島の暮らしがしのばれます。そのほか、約
35,000 年前の立切遺跡など、豊富な埋蔵文化財の遺物
も展示されています。

流水プール
　全長約 116 メートルと約 80メートルの銀河アドベ
ンチャースライダー（ウォータースライダー）を備えた、
県内最大規模の流水レジャープールです。

黒糖伝承館
　サトウキビ（甘蔗）から黒糖を作る昔ながらの工程を
体験できる施設です。
　営業は、サトウキビの収穫時期の 12月から 3月頃限
定です。予約が必要となりますので詳しくはお問い合わ
せください。

相撲場　
　平成25年度、太陽の里（種子島中央体育館近く）
に新しい町相撲場が完成しました。
　町相撲大会や種子島相撲大会の会場としても使
用されています。

陸上競技場　
　全天候型のトラックを備えた、日本陸連第3種
公認の陸上競技場です。町内の陸上競技大会や町
民体育祭をはじめ、合宿に訪れた実業団陸上部や
高校陸上部、サッカー強豪校などの練習場として
活用されています。
　夜間には競技場外周の外灯が点灯し、町民の
ウォーキング場としても愛用されています。

テニスコート　
　全天候型（6面）のテニスコートです。ナイター
照明施設を備え、夜間の使用も可能です（午後
10時まで）。
　休憩所2棟の間に放送施設を備えています。

種子島中央武道館　
　種子島中央体育館に隣接し、年間を通じて柔
道、剣道、空手道などに活用されています。
　1階は剣道場とロビー、「サンヴィレッジ（合
宿所）」があります。2階が柔道場（2面）と
観客席（200席）になっています。

サンヴィレッジ（合宿所）　
　種子島中央武道館内にある合宿施設です。
　宿泊室は、12畳が 2部屋、15畳が 1部屋あり（定
員100名）、厨房、風呂を完備しています。
　社会教育活動及びスポーツ合宿に限ります。

文化会館・種子島こりーな
　本格的な音楽ホールを備えた文化施設。
名称は、種子島はなだらかな広陵地帯であり鉄砲伝来の
地でもあることから、ポルトガル語で「丘」を意味する
「colina」にちなんだものです。
ホールの座席数 :678席

温泉保養センター
　自然レクリエーション村や熊野海水浴場の近くにある
温泉施設です。弱アルカリ性の単純温泉です。
　サウナも併設されています。

自然レクリエーション村
（海水浴場・キャンプ場）
　沖合に浮かぶ小島、白い砂浜、海と空の青色鮮やかな、
町内唯一の海水浴場です。テントなどの貸し出しを行っ
ており、キャンプを楽しめます。
　となりには、温泉保養センターもあります。

弓道場　
　野間伏之前集落に弓道場があります。
　町武道大会や地区武道大会の会場として使用さ
れています。

野球場　
　両翼 92メートル・センター距離 120 メート
ルの広さの野球場で、外野には天然芝が施されて
います。1塁側・3塁側両ベンチ付近にブルペン
を備えています。
　外周には投球練習場があるほか、ランニング
コースとしても利用できます。スタンド後部は芝
生で、グラウンドゴルフコースになっています。

町立体育館　
　1階は人工芝の床で、全方向に防球ネットがは
りめぐらされ、ゲートボールコート2面分の広さ
があります。2階はフローリングが施され、卓球
や体操などに利用できるほか、ロール芝をしくこ
とで野球の投球場として利用できます。

■
体
育
施
設

■
宿
泊
施
設

■
文
化
施
設

■
レ
ジ
ャ
ー
・
観
光
・
体
験
施
設

た
く
ま
し
く
豊
か
な
心
を
育
て
る
。

町
営
の
施
設

　
本
町
で
は
、
す
べ
て
の
人
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
自
主
的
に
学
び
自
己
を
高

め
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を

創
造
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
各

種
施
設
を
活
用
し
た
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
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キビナゴ
　東シナ海と太平洋の波にもまれ
て、たくましく育ったキビナゴ。
種子島のキビナゴは味も大きさも
自然児です。

中
種
子
を

食
べ
尽
く
す

四
季
折
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
み
せ
る

中
種
子
の
山
海
の
幸
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

種
子
島
は
、
こ
こ
な
ら
で

は
！
と
い
わ
れ
る
食
材
の
宝

庫
。
焼
く
と
蜜
が
あ
ふ
れ
、

ス
プ
ー
ン
で
食
べ
ら
れ
る
ほ

ど
ク
リ
ー
ミ
ー
な
サ
ツ
マ
イ

モ
の
王
様
・
安
納
い
も
。
そ
の

安
納
い
も
を
食
べ
て
育
つ
黒

豚
、
刺
身
や
み
そ
焼
き
が
絶

品
の
ア
ワ
ビ
に
似
た
ナ
ガ
ラ

メ（
ト
コ
ブ
シ
）。
そ
の
ほ
か

ト
ッ
ピ
ー（
ト
ビ
ウ
オ
）
や
ゾ

ウ
リ
エ
ビ
、
完
熟
マ
ン
ゴ
ー
、

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
。

ど
の
季
節
に
も
お
い
し
い
味

覚
が
い
っ
ぱ
い
。

N
A

K
A

TA
N

E
 Taste

安納いも
　黄金色の果肉が食欲をそそる安納いもは、種子島に
古くから伝わるさつまいもです。

郷土菓子
　つのまき・かからまんじゅう・いもん餅など、中種子町で
採れる食材を使った郷土菓子。

貝
kai

菓
kashi

酎
shochu

焼酎
　種子島産の良質なサ
ツマイモなどを原料に
使用した、軽い口当た
りが特徴の焼酎。芳醇
な香りと深い味わいが
満喫できます。

ナガラメ［トコブシ］
　形はアワビに似ていますが、大きさは
アワビより少し小さめです。

伊勢エビ
　黒潮の流れで鍛えられ、複雑な岩礁の磯根で豊富なエサ
を食べた伊勢エビは、身がプリプリとして旨みが濃いです。蝦

ebi

特産品販売所

ひめ工房 龍星館

定番からオリジナルまで、お土産の選択肢がたくさん！
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トビウオ
　種子島や屋久島で「トッピー」とよばれるトビウ
オ。胸ビレを使って空中を滑空することで有名な
魚ですが、実はとってもおいしい魚です。

アサヒガニ
　種子島の高級食材アサヒガニ！胴体に身が
ぎゅっと詰まっていてミソが濃厚です。ゆでて
食べるのが一般的です。

水イカ
　アオリイカと言う名前で
も有名なイカの王様。
　種子島近海のものは、赤
みがかって大きいのが特徴
で、島のブランド品となっ
ています。

魚
sakana

タンカン
　タンカンは大陸より伝わったみかん
で、ぽんかんとオレンジの交配種だと
言われています。その特徴は何と言っ
てもジューシーな果汁と強い甘みです。

果
kudamono

スナップエンドウ
　スナップエンドウは、栄養
価が高く、 たんぱく質やビタ
ミンを多く含んでおり、がん
予防の成分もあるといわれて
います。実とサヤ両方を食べ
れるのが特徴です。

ニガダケ
　種子島で竹の子と言えばニ
ガダケ。 孟宗竹に比べ細く
長いのが 特徴。その名に反
してまったく苦みがなく、調
理の際にアク抜きもいりませ
ん。

菜
yasai

蟹
kani

ノコギリガザミ
　亜熱帯のマングローブの根元や
河口の汽水域の泥地に生息するワ
タリガニの仲間。重要な食用種で
もあります。

マンゴー
　南国・種子島の自然な太陽光だけ
で完熟させたマンゴーです。熟して
自然に落果したものをネットで受け
止めて収穫しています。



産
業
活
力
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

農
・
林
・
水
・
畜
産
業

農
業
で
伸
び
ゆ
く

　
　
　
ま
ち
づ
く
り

　

農
業
を
基
幹
産
業
と
す

る
本
町
は
、
暖
地
特
性
と
恵

ま
れ
た
耕
地
条
件
を
活
か
し
、

さ
と
う
き
び
・
で
ん
粉
原
料

用
さ
つ
ま
い
も
を
中
心
に
、

青
果
用
さ
つ
ま
い
も
・
水
稲
・

葉
た
ば
こ
な
ど
の
基
幹
作
物

の
生
産
振
興
と
レ
ザ
ー
リ
ー

フ
フ
ァ
ン
な
ど
の
花
き
類
、

マ
ン
ゴ
ー
な
ど
の
果
樹
類
の

生
産
拡
大
及
び
品
質
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
国
際
市
場
の
変
動
に

影
響
を
受
け
や
す
く
、
さ
ら

に
、
就
農
者
の
高
齢
化
、
農

家
人
口
の
減
少
も
懸
念
さ
れ

る
な
か
、
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
環
境
に
優
し
い
農
業

の
確
立
と
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
り
、
農
業
で
伸
び
ゆ
く

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
を
守
る

豊
か
な
林
業
の
振
興

　

森
林
は
、
木
材
生
産
だ
け
で
は

な
く
、「
山
地
災
害
防
止
」・「
水
源

か
ん
養
」・「
森
林
の
循
環
利
用
」の

国
土
保
全
等
公
益
性
の
機
能
を
有

し
、
町
民
の
生
活
と
切
り
離
せ
な

い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
快
適
な
生
活
を
守
る

豊
か
な
森
林
づ
く
り
と
木
材
産
業

を
担
う
意
欲
あ
る
人
づ
く
り
を
推

進
し
、
人
が
自
然
と
ふ
れ
あ
う
身

近
な
空
間
を
生
み
だ
す
林
業
の
振

興
を
め
ざ
し
ま
す
。

豊
か
な
水
産
資
源
を

活
か
し
た
水
産
業
の
振
興

　

東
海
岸
で
は
、
熊
野
漁
港
を
拠

点
に
一
本
釣
り
や
定
置
網
と
刺
網

漁
業
、
西
海
岸
で
は
、
浜
津
脇
港

と
屋
久
津
港
を
拠
点
に
日
帰
り
操

業
に
よ
る
磯
建
網
漁
業
と
刺
網
漁

業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
漁
業
経
営
の
安
定
と

担
い
手
の
育
成
や
漁
業
基
盤
施
設

の
整
備
の
促
進
、
つ
く
り
育
て
管

理
す
る
漁
業
と
内
水
面
漁
業
を
推

進
し
、
豊
か
な
水
産
資
源
を
活
か

し
た
水
産
業
の
振
興
を
め
ざ
し
ま

す
。

種
子
島
の
特
性
を
活
か
し
た

畜
産
の
振
興

　

本
町
の
畜
産
業
の
振
興
は
、
地

域
の
特
性
を
活
か
し
、
自
給
飼
料

に
基
づ
い
た
畜
産
経
営
の
確
立
と

各
種
副
産
物
の
有
効
利
用
に
よ
る

低
コ
ス
ト
生
産
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

肉
用
牛
は
、
優
良
雌
牛
導
入
・

保
留
を
行
う
と
と
も
に
、
子
牛
の

損
耗
防
止
対
策
等
に
よ
る
市
場

上
場
頭
数
の
維
持
に
努
め
な
が
ら
、

農
家
の
経
営
安
定
を
図
り
ま
す
。

　

乳
用
牛
は
、
生
産
効
率
の
高
い

専
門
型
酪
農
経
営
を
推
進
し
、
飼

養
管
理
技
術
、
粗
飼
料
自
給
率
向

上
を
図
り
な
が
ら
、
良
質
な
生
乳

生
産
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

養
豚
は
、
安
全
で
高
品
質
の
肉

を
供
給
す
る
た
め
銘
柄
確
立
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
畜
産
業
全
般
で
家
畜

防
疫
対
策
に
努
め
な
が
ら
、
環
境

に
配
慮
し
た
畜
産
経
営
を
推
進
し

ま
す
。

自
然
と
作
り
手
が
対
話
し
て
生
ま
れ
た

あ
た
た
か
な
産
物
た
ち
は
、

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
自
慢
で
す
。

さとうきび収穫（ハーベスタ）

①肉用牛共進会
②ナガラメの選別
③杉の間伐

④稲刈り
⑤安納いも品評会
⑥レザーリーフファン

車エビ養殖場

茶共進会

①

③

②

④

⑥

⑤
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中種子町農村婦人の家
　中種子町における、農林水産業や商工業等の振興を図るとともに、地場産品の研究開
発、農林水産加工技術の習得並びに連帯意識の高揚を図り、町民所得の向上と地域の
活性化に寄与するため設置しました。
　農産加工室、共同学習室、共同洗たく室が設置され、農産加工室では味噌や郷土菓子、
たんかんジュース、ドレッシングなどを加工しています。

施 設 紹 介



地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

商
工
業

個
性
溢
れ
る
商
品
と
ア
イ
デ
ィ
ア
で

新
し
い
時
代
に
対
応
で
き
る
、

商
業
振
興
を
目
指
す
ま
ち
。

活
力
あ
る
商
工
業
と
地
域

資
源
の
活
用
に
よ
る
観
光

振
興

　

魅
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商
店

街
づ
く
り
や
、
６
次
産
業
化
を
推

進
し
た
本
町
ら
し
さ
を
創
造
す
る

既
存
企
業
の
育
成
と
強
化
を
図
る

こ
と
で
、
活
力
あ
る
商
工
業
の
振

興
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
で
は
、
訪
れ
る
方
々
を
お

も
て
な
し
す
る
環
境
整
備
、
自
然

や
歴
史
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
本

町
の
特
性
を
生
か
し
た
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
な
か
た
ね
の
食
と
農
」

を
満
喫
し
て
も
ら
う
体
験
型
農
業
・

漁
業
の
開
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

種子島の全てのさとうきびを加工する製糖工場

商店街にぎわい祭り

中種子町の市街地を臨む

旭町商店街 安納いもの出荷準備

スーパーマーケットでの快適ショッピング

グリーン･ツーリズム（体験型観光）

スタンプ会加盟店で
利用できる商品券

ポイントカード
中種子町温泉保養センター
　本町南部、熊野海水浴場の前に建つ公共の入浴施設。浴室・洗い場ともに広く充実しており、
内湯のみで細長い（2×7m）浴槽に、気泡浴・低周波浴が同居しています。
　泉質は単純温泉で無色透明、若干ツルツルした肌触りを感じます。また、サウナや薬草風呂も楽
しめます。
　休憩室からの眺めは広 と々した庭の向こうに白い砂浜と青い海が展開し、吹き寄せる海風が心と
体を癒やしてくれるでしょう。

施 設 紹 介

焼酎製造工場内

Kagoshima-Nakatane town 2016 2728 Kagoshima-Nakatane town 2016



公立種子島病院
　本町と南種子町の2町で平成13年度に病
院組合を設立・運営しており、平成16年度に
現在地（南種子町）に新築移転。
　診療科目内科など7科目。病床数62床、
常勤医師3名を含むスタッフ約90名で、種子
島南部地域医療の中核病院となっています。

中種子町保健センター
　保健師、管理栄養士、歯科衛生
士等が配置され、地域住民に対する
健康相談、保健指導、予防接種や
各種検診そのほか地域保健に関して
必要な事業を行っています。

種子島産婦人科医院
　島内唯一の産婦人科医院で、平成20年西
之表市内の民間医院を引き継ぎ、種子島1市
2町による組合で運営。
　平成28年、現在地（西之表市）に新築移転
（15床）し、種子島の周産期・産婦人科医療
を一手に担っています。

施 設 紹 介

健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ま
ち
づ
く
り

保
健
・
医
療
・
福
祉

町
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
が

何
よ
り
の
ま
ち
の
宝
。

共
に
つ
く
る
生
き
が
い
に

満
ち
た
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

町
民
相
互
の
助
け
合
い
の
精
神

が
生
き
る
本
町
の
特
性
を
活
か

し
つ
つ
、
人
と
人
、
団
体
と
団
体

な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

全
て
の
人
が
安
心
し
て
、
い
き
い

き
と
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
と
も
に
助

け
合
い
、
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
地
域
で
生
活
す

る
住
民
の
生
活
課
題
や
ニ
ー
ズ
が

保
健･

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
反

映
さ
れ
、
全
て
の
町
民
が
そ
れ
ら

の
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
・
効
果
的

に
利
用
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
人
材
や
情
報
、

活
動
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
の
資
源

や
、
各
種
施
設
な
ど
ハ
ー
ド
面
の

資
源
な
ど
地
域
福
祉
に
関
わ
る
地

域
資
源
の
有
効
活
用
、
育
成
、
整

備
を
図
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

ま
す
。

健康診断

①おやこ食育教室
②乳幼児健診
③老人クラブゲートボール大会

④福寿大学
⑤新米給食交流会

いきいき健康教室（健康体操）

①

④
③

②

⑤
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施 設 紹 介

種子島清掃センター
　本町及び西之表市のそれぞれのゴミ処理施設の老朽化に伴い、両市町で組織する「種子島広域事
務組合」で建設した一般廃棄物処理施設（平成24年3月完成）です。

　リサイクル施設:7t/5h　ごみ焼却施設:22t/日　最終処分場:8,000立方m×3区画
　浸出水処理施設:8立方m×日

安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

環
境
・
消
防
・
防
災

自
然
と
風
土
と
共
生
す
る

安
心
で
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

安
心
し
て
住
め
る
生
活
環
境
づ
く
り

　

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
都
市
計
画
と
の
整

合
性
を
保
ち
な
が
ら
、
目
標
と
す
る
住
環
境
の

水
準
を
定
め
、
豊
か
な
文
化
と
環
境
と
と
も
に

暮
ら
せ
る
み
ん
な
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
に
対
す
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
危

険
箇
所
へ
の
交
通
安
全
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
民
に
対
す
る
防
火
意
識
や
自
然

災
害
、
防
災
に
関
す
る
意
識
啓
発
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
の
自
主
防
災
管
理
体
制
の
強
化
及
び

消
防
・
防
災
施
設
の
整
備
拡
充
を
図
り
ま
す
。

公営住宅　伏之前団地

ゴミの分別（資源ゴミ）

交通安全教室

し尿処理施設（中南衛生管理組合） 風力発電

出初め式

熊毛地区消防組合中種子分遣所

津波（災害）を想定した避難訓練
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防災行政無線



明
日
を
ひ
ら
く
教
育・文
化
の
ま
ち
づ
く
り

学
校
教
育
・
社
会
教
育

ま
ち
づ
く
り
は
、
人
づ
く
り

生
涯
を
通
し
て
、

学
び
あ
い
、
高
め
あ
う
。

「
二
十
一
世
紀
を
た
く
ま

し
く
生
き
る
中
種
子
の

子
の
健
全
育
成
」を
柱
に
、

「
生
き
る
力
」を
備
え
た
人

間
の
育
成
を
図
る

　

本
町
の
も
つ
良
き
教
育
風
土
の

中
で
、「
二
十
一
世
紀
に
生
き
る
中

種
子
の
子
の
健
全
育
成
」
を
柱
に
、

豊
か
な
心
を
も
ち
、
た
く
ま
し
く

生
き
る
能
力
や
自
ら
学
ぶ
意
欲
と

社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
能
力
、

い
わ
ゆ
る「
生
き
る
力
」
を
備
え
た

人
間
の
育
成
を
図
る
学
校
教
育
の

創
造
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
学
校
・
家
庭･

地

域
が
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
や
郷

土
の
良
さ
を
活
か
し
た
心
の
教
育

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
一

人
一
人
の
個
性
を
活
か
す
教
育
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
課
程
の
円
滑
な
実

施
と
地
域
に
開
か
れ
た
地
域
と
共

に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

潤
い
あ
る
社
会
教
育
と
ふ

れ
あ
い
と
笑
顔
が
は
じ
け

る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
誇
り

を
感
じ
る
芸
術
文
化
の
推

進
を
図
る

　
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
と
し
、
生
涯
学
習
の
機

運
を
高
め
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
学
習
機
会
の
拡
充
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の

意
識
の
高
揚
や
日
常
生
活
に
溶
け

込
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
の
生
活
化
を
促

進
し
、
各
地
域
や
年
代
に
即
し
た

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
も
努
め

て
い
ま
す
。

　

芸
術
文
化
で
は
、
地
域
の
特

色
を
活
か
し
た
親
交
を
図
る
た
め
、

文
化
団
体
等
の
活
動
や
集
落
の
郷

土
芸
能
の
保
存
伝
承
な
ど
自
主
的

な
文
化
活
動
の
支
援
や
、
指
定
文

化
財
の
保
護
・
保
存
と
活
用
並
び

に
新
た
な
文
化
財
の
指
定
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

学校音楽祭

①ウミガメ放流
②チャレンジキッズ（漁業体験）
③交流学習

町内小中学校親子ふれあいスポーツ大会

文化団体の披露

ラジオ体操コンクール金賞受賞

学童保育

①

③

②
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平成 28年 4月 1日現在

町内のその他の学校
　鹿児島県立種子島中央高等学校
　鹿児島県立中種子養護学校

町内の小学校・中学校生徒数（人）
小学校 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計

星原小学校 1 2 2 2 1 1 9

納官小学校 2 2 0 1 3 2 10

増田小学校 12 6 12 3 12 8 53

野間小学校 47 42 43 36 55 41 264

油久小学校 5 4 3 5 3 9 29

南界小学校 6 3 6 5 9 3 32

岩岡小学校 5 3 2 5 5 5 25

計 78 62 68 57 88 69 422

中学校 １年 ２年 ３年 合計

中種子中学校 67 76 81 224



親
元
を
離
れ
て
、
日
本
で
一
番
宇
宙
に
近
い
島
「
種
子
島
」
で

生
活
し
、
中
種
子
町
内
の
小
学
校
へ
通
い
ま
す
。

　

中
種
子
町
で
は
、
地
域
活
性
化
の
一
環
と
し
て

平
成
11
年
度
に「
つ
ま
べ
に
留
学
制
度
」（
実
施
校
：

油
久
小
学
校
）を
発
足
さ
せ
、
平
成
14
年
度
あ
ら
た

に
実
施
校
と
し
て
岩
岡
小
学
校
が
加
わ
り「
た
ね

が
し
ま
留
学
制
度
」
と
名
称
を
変
更
し
ま
し
た(

現

在
は
、
岩
岡
小
学
校
で
の
み
実
施
）。

　

留
学
児
童
は
小
学
校
区
の
家
庭
で
１
年
間
生
活

を
し
、
種
子
島
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
や
施
設
等

を
利
用
し
て
、
都
会
で
は
味
わ
え
な
い
自
然
体
験

や
地
元
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
を
通
じ
て
、「
生

き
る
力
」を
育
成
す
る
体
験
学
習
制
度
で
す
。

た
ね
が
し
ま
留
学
で
…

●
黒
潮
の
恵
み
あ
ふ
れ
る
種
子
島
の

大
自
然
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
自
然

体
験
が
で
き
ま
す
。
●
人
情
豊
か
な

社
会
環
境
の
中
で
、
親
や
友
人
を
思

い
や
る
優
し
い
心
が
育
ち
ま
す
。
●

豊
か
な
思
い
出
を
た
く
さ
ん
つ
く

り
、「
第
二
の
ふ
る
さ
と
」
が
で
き
ま

す
。
●
親
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と

に
よ
り
、「
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

“
た
く
ま
し
い
”
我
が
子
」 「
自
分

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
子
ど
も
」
に

成
長
し
ま
す
。
●
親
元
を
離
れ
て
暮

ら
す
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て「
親
の

あ
り
が
た
さ
」を
学
び
ま
す
。

小
規
模（
小
人
数
）小
学
校

へ
の
留
学
は
…

　
小
規
模（
小
人
数
）小
学
校
へ
の
留

学
で
す
の
で
、
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
・

各
種
学
校
行
事
・ 

各
種
地
域
行
事
で

は「
常
に
期
待
さ
れ
る
子
ど
も
」に
な

ら
ざ
る
を
得
ず
、
受
け
入
れ
る
小
学

校
や
地
元
地
域
に
お
い
て
、
そ
の
留

学
生
は「
と
て
も
重
要
な
一
人
」に
な

り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の「
自
己
表

現
の
場
」を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、

留
学
生
本
人
も
次
第
に「
自
分
の
存

在
を
主
張
で
き
る
子
ど
も
」
に
成
長

し
ま
す
。

　
留
学
す
る
小
学
校
は
全
校
児
童
20

数
名
の
小
規
模
校
で
す
の
で
、
小
学

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
が
、
わ
け

隔
て
な
く
一
つ
の
家
族
や
兄
弟
の
よ

う
に
、
仲
睦
ま
し
く
学
習
し
て
い
ま

す
。

お問い合せ先　たねがしま留学里親制度連絡協議会（中種子町教育委員会内）Tel：0997-27-1111(内線257)　Fax：0997-27-3056

中
種
子
町
た
ね
が
し
ま
留
学
制
度

留
学
児
童
は
…

　
親
元
を
離
れ
て
、
宇
宙
に
一
番
近

い
島
・
鉄
砲
伝
来
の
島「
種
子
島
」
で

生
活
し
、
地
元
の
小
学
校
に
通
い
ま

す
。

里
親
と
し
て
協
力
し
て
く
だ
さ
る
家

庭
で
お
預
か
り
し
お
世
話
し
ま
す
。

　
留
学
す
る
期
間
は
原
則
と
し
て
一

年
間
で
す
が
、
継
続
延
長
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
新
規
希

望
者
を
含
め
た
審
査
結
果
に
よ
り
ま

す
。）

　
留
学
生
の
対
象
は
、
小
学
校
一
年

生
か
ら
六
年
生
ま
で
で
す
。

　
保
護
者（
実
親
）の
経
費
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
中
種
子
町
か
ら
助
成

が
あ
り
ま
す
。

大阪府堺市
　火縄銃の製法が堺市に伝えられたとい
うことで、交流を深めていましたが、昭
和61年10月大阪府堺市と種子島（一市
二町）が友好都市提携を結びました。

　本町と鹿児島県さつま町とは、太平洋
戦争時の学童疎開が縁で平成18年に友
好交流協定を締結しています。それに基
づく青少年活動の一環として、毎年、さ
つま町訪問と本町受け入れを交互に行
い、各町の小中学生が交流をしています。
　各町の対照的な自然にふれ、異年齢に
よる共同生活を体験するなかで、団体行
動のあり方やリーダーとしての自覚など
を習得するとともに、学童疎開から現在
までの両町における交流について学んで
います。

　本町出身者や本町に縁のある方と地元
の方々が、ゴルフや交流会を通して、親
睦を深めるとともに、様々な情報交換を
行うことで、本町の発展に繋がることを
目的とした交流大会です。

中種子町青少年さつま交流事業

中種子ふるさと交流親善ゴルフ大会

鹿児島県薩摩郡さつま町 
　戦時中の学童疎開を縁に、平成18年7
月4日 「友好交流に関する協定書」を締結
しました。

中
種
子
町
が
結
び
つ
な
ぐ

人
々
の
輪

大阪府堺市

鹿児島県薩摩郡さつま町

　中種子町は、産業、教育、文化などの幅広い分野
で交流をはかり、本町との友好親善を深めるため、
現在2つの都市と姉妹盟約を結んでいます。
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教育交
流



No.721 12016
N 月号

人の和と豊かな実りに
新たな希望が持てるまち　なかたね

岩岡小学校ＰＴＡ親子餅つき大会
  平成 27 年 12 月 5日撮影

広 報

N
o
.7
2
2 2

2
0
1
6

N
月
号

人
の
和
と
豊
か
な
実
り
に

新
た
な
希
望
が
持
て
る
ま
ち
　
な
か
た
ね

平
成
28年

中
種
子
町
成
人
式

  平
成
28
年
1
月
3
日
撮
影

広
 報

No .7
23
3201

6

N

月号

人の和
と豊か

な実り
に

新たな
希望が

持てる
まち　

なかた
ね

今姫
神社

むじ
ょか

ひな
まつ

り（牛
之原

桜同
志会

）

  平成
28 年

2月
11 日

撮影

広 報

毎月 1 回発行される広報紙

副
議
長
／
德
永
　
留
夫

町
長
／
田
渕
川
　
寿
広

副
町
長
／
松
原
　
孝
三
郎

教
育
長
／
北
之
園
　
千
春

議
長
／
鎌
田
　
勇
二
郎

議席番号 氏　　名 役　職 所属常任委員会
1 永 濵 一 則 委 員 総 務 文 教 委 員 会
2 山 元 み さ 子 委 員 総 務 文 教 委 員 会
3 蓮 子 信 二 委 員 産 業 厚 生 委 員 会
5 下 田 敬 三 委 員 長 総 務 文 教 委 員 会
6 濵 脇 重 樹 委 員 長 産 業 厚 生 委 員 会
7 迫 田 秀 三 副委員長 総 務 文 教 委 員 会
8 日 髙 和 典 副委員長 産 業 厚 生 委 員 会
9 園 中 孝 夫 委 員 産 業 厚 生 委 員 会
10 德 永 紹 道 委 員 産 業 厚 生 委 員 会
11 戸 田 和 代 委 員 産 業 厚 生 委 員 会
12 池 山 朝 生 委 員 総 務 文 教 委 員 会
13 松 下 正 治 委 員 総 務 文 教 委 員 会
14 德 永　 留 夫 副 議 長 産 業 厚 生 委 員 会
15 鎌 田 勇 二 郎 議 長 総 務 文 教 委 員 会

中種子町議会議員　※平成 27年 5月 1日現在

町
民
の
声
が
生
か
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

行
政
・
議
会

明
る
く
　
豊
か
で

住
み
よ
い
郷
土
を

町
民
と
共
に
歩
む
町
づ
く
り
を

町
民
と
一
体
と
な
り
信
頼

さ
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

町
民
の
声
を
反
映
し
た
議

会
運
営
の
実
現
の
た
め
に

【 

行 

政 

】

　
「
明
る
く
、
豊
か
で
、
住
み
よ
い

郷
土
を
」目
指
し
、
行
財
政
改
革
及

び
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
、
よ

り
一
層
の
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
細
や

か
な
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。
広

報･

広
聴
活
動
や
情
報
公
開
を
推
進

し
、
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た

し
、
開
か
れ
た
町
政
の
実
現
に
向

け
、
町
民
と
共
に
歩
む
町
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

【 

議 

会 

】

　

町
議
会
は
、
町
民
の
代
表
14
人

の
議
員
で
構
成
さ
れ
、
総
務
文
教

常
任
委
員
会
と
産
業
厚
生
常
任
委

員
会
の
２
つ
の
常
任
委
員
会
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
４
回
の
定
例
会
と
必
要
に
応

じ
て
臨
時
会
が
開
か
れ
、
町
の
施

策
や
条
例
、
予
算
、
請
願
、
陳
情

な
ど
を
審
査
し
、
町
民
の
意
見
を

反
映
し
た
議
会
運
営
に
努
め
て
い

ま
す
。

中種子町役場

議会風景

　中種子町をより住みやすい町にしていくために、町民
の皆さんに代わり、町執行部が行う施策や重要な方針などに
ついて、議会本会議や委員会活動を通じて審議し決定するこ
とで、住民意志を町政へ反映させています。
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輝かしい歴史と豊かな自然に恵まれた私たちのふるさと種子島は、
古くは鉄砲伝来、現在は科学技術の最先端をゆく日本唯一の実用衛星打上げ基地の島として全国に知られています。

「ふるさとに貢献したい！」、
「中種子町出身ではないけれど応援したい！」

という思いを、
寄附を通じて実現してみませんか？皆さまからのご寄附をお待ちしています。

1万円以上の寄附をしていただいた町外に居住する方に、
お礼として特産品などをお届けします。

詳しくは中種子町公式ホームページをご覧ください。

http://town.nakatane.kagoshima.jp/

ふるさと
中種子町

を

応援して
ください

中種子  ふるさと納税 検索

平成27年9月1日より
ふるさとチョイス＆
Yahoo!公金支払いにより
クレジット決済導入！

中 種 子 町 勢 要 覧  資 料 編
D a t a  B o o k
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発行日／平成28年10月
編集・発行／鹿児島県中種子町役場 企画課 広報係
〒891-3692　鹿児島県熊毛郡中種子町野間5186番地
tel.0997-27-1111　fax.0997-27-3634
http://town.nakatane.kagoshima.jp/
印刷／㈲種子島新生社印刷

町章
円の中に中種子町の「中」の字を配し、外円は平
和円満を、中の文字は町民の団結を表現するも
ので、本町の伝統・理想を象徴しています。

昭和42年3月制定

町木「ウバメガシ」

ベニーちゃん（中央）と校区キャラクター

町蝶「ツマベニチョウ」

町木「フヨウ」町花「ゲットウ」

キャラクターマーク「ベニーちゃん」
町の象徴の一つ「ツマベニチョウ」が、基幹作物
である「サトウキビ」をつかんだ姿のキャラク
ターです。着ぐるみもあり、主に町の各種イベ
ントに登場し、親しまれています。

平成4年3月制定

昭和55年制定

シンボルマーク
「明るい未来に種まく町」のキャッチフレーズを
モチーフに、「中種子町」の頭文字（中）を町づく
りに励む若者をイメージ「太陽の里」「みどりの
里」をハートのグリーンで表現しました。

平成9年7月制定

町民憲章 昭和54年12月制定

　わたしたち中種子町民は、美しいふるさとの自

然と、誇り高い伝統を愛し、みんなの力を合わせ、

限りない郷土の発展を目指してここに町民憲章を

定めます。

一、わたしたち中種子町民は祖先を敬い互い

　　にいたわり合い心豊かな町をつくります

一、わたしたち中種子町民は生きがいを求め

　　教養を高め文化の町をつくります

一、わたしたち中種子町民は勤労を重んじ　

　　生産に励み活気に満ちた町をつくります

一、わたしたち中種子町民は若い力を伸ばし

　　健康で明るい町をつくります

一、わたしたち中種子町民はきまりを守り　

　　礼儀を正し住みよい町をつくります

中種子町々民歌
　　　　　昭和36年 中種子町民歌制定委員会製作

一、樟の葉ずれのさわやかに

　　南の風の光る里

　　ここに楽土の夢をおい

　　むすぶ二万の玉の汗

　　ああ力あれ中種子町

二、ゆたかな土と人の和と

　　祖先のいのち住むところ

　　道ひろびろと野はひらけ

　　文化の翼とびかよう

　　ああ躍進の中種子町

三、あすを呼ぶ声村々を

　　流れる唄に山彦に

　　とがまも光れ土も湧け

　　いま建設の意気たかく

　　ああ意気たかく中種子町

1999 年に発足、本町のメンバー約 20 人で構成。
現在、観光大使として島内外で活躍中 !!
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